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一般社団法人NO YOUTH NO JAPAN  
代表理事 能條桃子 

若者が声を届け、
その声が響く社会を目指して



能條 桃子

98年生まれ、22歳

・慶應義塾大学経済学部4年生
・一般社団法人 NO YOUTH NO JAPAN 代表理事



今日の話の目次

・NO YOUTH NO JAPANについて
・なぜNO YOUTH NO JAPANを始めたのか？
・活動を通じて目指していること



適用中のレイアウト：  

衆議院選挙キャンペーン名年々下がっている若い世代の投票率をあげたい！！！ 



2019年7月 参院選のためにSNSでメンバーを募集



適用中のレイアウト：  



大学生を中心に、高校生から社会人まで60人のメンバーで

若い世代の政治参加を当たり前にすることを目指して

2019年7月の参議院選挙のときより活動を続けています。 

▶Instagram U30世代のための政治と社会の教科書メディア

▶記事の寄稿・執筆

▶イベントの企画・運営

政治や社会について知って、スタンスを持って、行動する入り口に！

@noyouth_nojapan 

若者が声を届け、その声が響く社会へ



U30のための
政治・社会の教科書メディア



Instagramメディアを通じてやりたいこと



NO YOUTH NO JAPANを
始めたきっかけ・理由
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活動の始まりは、 デンマーク !
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選挙はワクワクするイベント



若者が社会を変えているデンマーク

「気候変動」が
選挙で一番の争点に！

精神疾患の医療費が
20代は無料に



2019年国政選挙：気候変動が大きな争点に



社会って
誰がつくっている？？



社会をつくっているのは誰？

「わたしたち」だと
自信を持って答えたい



活動を通じて目指していること
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2021年衆院選投票日までに
U30の人口1% 12.5万人がフォローする
Instagramメディアをつくる



U30の活動の同心円を広げるサポートをしたい



U30の課題意識を私たちの選挙の争点にしていく



地方選挙の投票率を上げる
地方選挙から、自分の住んでいる地域に興味を持ってみる



毎週、政治家とインスタライブ
わたしたちがほしいコミュニケーションの場をつくる



NO YOUTH NO JAPAN 出版プロジェクト
わたしたちがほしい教科書をつくる

←2020年7月
Instagram投稿を
まとめた冊子を出版



声（自分の意見）を持って
政治や社会に届ける、対話する

U30を増やしていく

若者が声を持ち、届け、
その声が響く社会を目指して


